
令和 7 年 4 月 15 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所:白石複合庁舎まちづくりイベント広場 活動の様子の写真

実施日程:各月３日 成果物の写真

実施した生産活動・施設外就労の概要 活動内容の追加コメント
バザーでの販売・接客・無料回収と依頼受付・会社紹介（広報活動）

利用者数　等 各月１５名程

＜目的＞

文庫本陳列の様子 絵本コーナー陳列の様子

＜成果＞
実施した結果

得られた成果

課題点

売り場全体の様子

今後の連携強化に向けた課題

・連携した結果に対する意見または評価　　不便だった事・改善して欲しい点　:特になかった

・売り場の状況は適切でしたか　:適切だった

・定期的な受け入れは今後も可能と思われるか　:可能（いつもご利用ありがとうございます）

今後も継続しての開催を実施していく

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 合同会社LTF

住　所 北海道札幌市北区北１６条西5丁目1-22KWビル 壱番館6F

110403458

藤田大輔

令和6年度電話番号 011-867-0709

連携先企業名 札幌市ポプラ若者活動センターyouth+ 担当者名

:地域社会の障がい者に対する理解を深めると共に、不要になった本の回収を
　行っておりリユース活動への参加機会の提供。

連携先の企業等の意見または評価

:社会性やコミュニケーションスキルの向上及び障がいのある人もない人も相互理解を深める為の
　交流ができる。

対象者にとってのメリット

濱口

地域連携活動のねらい
:地域の方に事業所での活動や取り組みを知って頂く機会を得る。

地域にとってのメリット

:A事業所での活動内容を広く地域の方に知って頂く事ができ、地域の方と働く利用者との友好関係
　を築く事ができた。

:まちづくりイベント広場での定期的な開催をする事で、毎回楽しみにしているよとの地域の方か
ら

:更に多くの地域の方にA型事業所の活動を知って頂く為、広報活動に力を入れる必要性がある。

様式１


